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【動機】
私はもともと日本に韓国人の友人がおり韓国語を勉強していたこと、韓国の文化に非常に興味があり同年
代の医学生が普段どういう生活をしているのか興味があったため今回のプログラムを志望しました。
【目的】
日本と韓国の医療現場の違いを知りそれを咀嚼してこれからの日本での生活に少しでも還元すること、
１ヶ月現地で生活することで食事や生活スタイル、価値観など文化について肌で感じることが当初の目的で
す。そして何より多くの友人を作ること。（一番大事！）
【日程】
４月２１日 出発（富山空港から）
４月２２日～ 麻酔科実習
５月３日～ 外科実習
５月１９日 帰国
【実習内容】
・麻酔科
毎日様々な手術が見学できるということと先生方から非常に優しく熱心に指導して頂けるとういう事前情
報から志望しました。私は２週間実習させて頂いたのですが基本的に午前中は手術を１件見学し、午後は
様々なレクチャーをして頂きました。現地の実習生とほとんど同様に挿管やルートを取るチャンスも頂きま
した。レクチャーはわざわざ英語でして下さり、たまに質問も飛んでくるのでリスニングに必死でした。そ
れもあり麻酔科ではかなり英語を頑張って勉強しました。また、若い先生が多く在籍していたため実習中も
わりとフレンドリーに質問することができたので最初の２週間が麻酔科で良かったと思います。教授は昔日
本に住んでいたこともあり日本語が達者で滞在期間中は様々な場面でお世話になりました。
・外科
外科志望だということもあり志望しました。毎日朝から数多くの手術を見学し、１日に１回は手洗いし術
野に入らせていただきました。手術室は２０個以上あり、毎日フル稼働しているわけではありませんが手術の
数は多かったです。外科全体で平均して１日４０件くらい手術を行っていました。行っている手術や機器につ
いても日本とそんなに違いは無いように思いましたが１つ決定的な違いがあるとすれば手術中に LINE の着
信音が色んな所から聞こえてくる事くらいです。（先生も学生も常にスマホを持ち歩いています）あと移植
は今まで見たことが無かったので腎移植を見ることができて良かったです。
【休日】
週末は時間があったので韓国人宅にお邪魔したりプサンまで小旅行したりしました。韓国でも日本の net
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講座は受講できるので大量に教科書を持って行き休日にでもやろうと思っていました。しかし、あまりに休
日の予定が楽しすぎたため enjoy することに集中することに途中から路線を変更しました。
【感想】
１ヶ月が本当に短く感じられる充実した毎日でした。私は今回が４回目の渡韓でしたが、今までとは経験
した事の内容も深さも異なり毎日が新しいことの連続でした。今でも良く思い出すのは美味しい料理や休日
の旅行の事というよりもむしろ日々の生活の中での韓国人学生の姿です。忠南大学の医学生たちは学年問わ
ず非常に勉強熱心で私は自分の知識の乏しさに恥ずかしい思いをしました。そもそも全て英語で頭に入って
いるのですごい劣等感を感じました。私の中にはこのまま負けていられないなという思いが強くあるので日
本で彼らから受けた刺激を忘れず精進していきたいです。隣の国としていい意味でライバル心を燃やしてい
きたいと思います。一方で一旦勉学を離れてみると遊びに関してもすごいエネルギーで取り組む姿がありま
した。その辺の on-off の使い分けが非常にうまいのだと思います。
最後になりましたがこの場を借りて今回の韓国実習に尽力して下さった先生方、特に手続きなどサポート
して下さった廣川先生に感謝の気持ちをお伝えしたいです。ありがとうございました。
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